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	 図20　刺し子（材料）	 図21　刺し子（完成品）	 図22　布用マーカー
⑥　メタリックヤーンの印鑑入れ
これはリハビリ手芸の項で取り上げた教材であるが、指先が不自由で針を持つのは無理だと
推測し、メタリックヤーンをボンドで貼るだけのマスコットを教材として準備していた。とこ
ろが、プラスティックのキャンバスのメッシュの目が大きいことから、メタリックヤーンを針
に通してさえやれば、針をメッシュの目の上から下に落とす方法で、他の学生と同様のものを
刺していくことが出来たのである。勿論、フェルトを裏地用に切って貼り付けることと口金を
取り付けることはサポートが必要であるが、自分で全部刺したという満足感はかなり大きいと
感じた。
Ⅴ．おわりに
本論文から明らかなように、手や指先を使った作品づくりは、手指の訓練になるだけでなく、
構想を練ったり工夫したりすることで頭のトレーニングにもなり、頭や身体の健康につながる
と同時に、制作過程で仲間と楽しくおしゃべりしたり相談しあったり助け合ったりすることに
よって、仲間との交流が深まって心が豊かになり、さらには、作品が出来ていく楽しみや、自
分のためにとか誰かのために作るという楽しみ、完成した作品を自分で使ったり周囲の人にあ
げて感謝されたりという喜びも加わるため、高齢者施設における身体機能の回復の訓練の一環
として、あるいは、単なる室内集団ゲームから生活を楽しく豊かにするレクリエーションへと
変化してきているディサービス等におけるレクリエーションの一環として、さらには、現時点
では介護を必要としない比較的元気な高齢者に対しても、健康で充実した毎日を過ごせるよう
に体力を維持・増進させるために生活の中に様々なトレーニングを取り入れることが必要だと
いう介護予防の視点から、簡単にできる介護予防のひとつとして、手芸の必要性が少しずつ認
識されだしているのである。
その内容も、折り紙などの紙を用いた手工芸にとどまらずに、今日では、それを超えたもっ
と生活の中で役に立つような作品づくりとして、さまざまな糸や布などを用いた、いわゆる家
政学分野で扱うような手芸も多く取り入れられるようになってきていると言えよう。
そして、現在はこの分野の手芸を含んだリハビリ手芸関連の書籍や作品集を数多く目にする
ようになっている。このことは、何でも欲しいものは購入して済ませるという風潮のもとで、
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商店街の小規模な手芸店がどんどん閉店していることと相反するようにも思えるが、オンライ
ンショップ最大手の手芸店のホームページにおいて、数年前にリハビリ手芸の項目が新設さ
れ、他の項目に比べてだんだんと内容が充実してきていることや、大型手芸店の店内を見渡す
と、若い頃に裁縫や手芸のエキスパートだった“手作り大好き”の高齢の女性たちの姿が目立
つ状態なので、針を持つと自然に手が動くというような高齢者世代がいる限り、高齢者用の手
芸材料はここしばらくの間は成長分野なのかも知れない。
一方、リハビリ手芸あるいは障害の程度に応じた実習用教材を準備して指導するためには、
指導できるだけの知識と技術が必要なのは言うまでもないが、それ以上に、教材の選択と準備
が大切であり、時間と労力をかなり必要とする部分でもある。
例えば、『デイケアで手作りグッズを』という本では、作品づくりを支援するコツとは、あら
かじめ下準備がしっかりしてあることだとして、
　１、一人分の材料をあらかじめワンセット（ビニール袋に入れる）にしておく
　　　材料の配布と作業に取り掛かることがスムーズになる
　２、お年寄りができそうなところまで、あらかじめ仕上げておく
　　　全行程の何割をあらかじめ仕上げておくか
　　　お年寄りが作る割合をどのくらい残しておくかが問題
という２つの準備をあげており、これらは、その時の状況（対象者の身体状況、作品作りに要
する時間、参加者とスタッフの人数）によって微妙に変化するので、それらを見極めることが、
作品作りを支援するときのポイント8）であると述べている。
実際、私も研究日や週末の空いている日のほとんどは、大型手芸店の売り場での実習授業に
使えそうな手芸材料探しに費やしており、私の研究日は「ユザワヤの日」と学生に呼ばれてい
る。
しかし、それだけ準備しても、障害の程度とミスマッチであった場合、有効な教材とならな
いという教材の選択と準備の難しさがある。例えば、第Ⅳ章の⑤の刺し子の制作では最初に準
備した布描き用のペン型染料のうちの何種類かは、握力と筆圧のない学生にとっては先端が軟
らか過ぎたり、硬すぎたり、あるいは握り辛かったりして役に立たなかった。逆に、⑥のメタ
リックヤーンの印鑑入れ制作においては、前出のように、他の学生と同じものを作ることが可
能であることが判明して、準備していた別な教材が不要になったのである。
また、準備の段階でどこまで仕上げておけばよいのか、あるいは完成までにどの工程でどの
ようなサポートをすればよいのかは、各回の教材が不自由な手指にどの程度の負担となるのか
によって大きく異なるため、半期15回の授業を通して手探り状態のままであった。今回の学生
の場合は介助者が付き添うことも多かったが、介助者なしで授業に臨んでいるときは、周りの
学生の協力も得て授業を展開してきた。
しかし、何をどの程度ならばこなすことが可能なのかということが、まだ完全には掌握でき
ていないので、学生の身体の状況をもっとよく観察しながら、来年度の2年生用の実習授業に
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向けて、さらなる教材の開発と工夫を進めたいと考えている。
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